
南風案②の背景

○ 滑走路が近接しているＡ滑走路及びＣ滑走路を用いて同時平行着陸を行うためには、計器着陸方式（ILS）が前提になるととも
最終進 間 存地上障害物と 間隔確保など 定められ る 際基準 基づき うな経路を設定
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最終進入区間の設定

に、最終進入区間や既存地上障害物との間隔確保などについて定められている国際基準に基づき、以下のような経路を設定せ
ざるを得ない。
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既存地上障害物との間隔確保

※最終進入後は、降下に伴い、地上障
害物との間隔確保の必要のある幅が
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狭くなる。

Ｂ滑走路出発経路

Ａ滑走路出発経路

Ｂ滑走路出発経路(南側振り)

区域半幅

2.5NM(約4.6km)

6,000ft以上
(約1,830m以上) 24


